


読者の声
『地域みっちゃく生活情報誌®』に寄せられた

読者からのお便りをご紹介します。

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

表紙のお祭りの写真が

すてき過ぎてテンショ

ン上がりました。ありが

とうございます。

（Sさん・30代）

いつも食べ物の特集を

してくれてありがたく思います。これから

もお願いします。

（Rさん・10代）

４年ぶりに各地で盛大

な花火が打ち上がり、活

気が戻りつつあること

がうれしくなりました♪

（Tさん・30代）

引っ越してきて間もな

いので、いつも地区を知るために楽しみに

閲読しています。

（Mさん・20代）

創業2年目の内職業者。

求人に毎月5人ほどの

問い合わせが届き、人

材確保が確実にできる

と、ほぼ毎月、掲載があ

ります。最近はアプリ求

人の問い合わせも多く、

紙とウェブの相乗効果

を実感していただいて

おります。

幼児向け運動教室が

オープン3カ月で12人

入会。そのうち7人が

『宮古ストーリー』経由

でした。子どもが楽しそ

うに運動している写真

を多用した原稿で、保

護者の共感を得られた

ことが結果に繋がりま

した。

オープンからの
入会者

その半数以上が
情報誌経由！

紙×ウェブで
求人にも
確実な反響

万件突破!!36
ダウンロード数

件370,827
2023年8月23日現在

【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

岐阜版／60,000部
群馬版／60,000部

千葉版／70,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

各戸配布するフリーマガジンへクーポンアプリ「フリモ」
（またはブラウザ版）に繋がるQRコードを搭載することで、
直接、紙には載りきらない店舗情報を近所へ届けます。

店舗情報ページには、
お店が持っているSNSや　
ホームページへジャンプ
できるアイコンを表示！
タップすれば
そのままアクセスできます。

フリーマガジンと連動して
地元にアピール

ウェブへ繋ぐ！

TOPページの下部メニュー“探す”で、
現在地から近くのお店も探せる
便利な絞り込み機能も搭載。
知らなかった近場のお店と出合えるかも！

GoogleMAP連動で
現在地からもお店を探せる!

クーポンアプリ「フリモ」

ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS12.1以上　Android : 6.0以上

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブセミ
ナー・コンサートの企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

6,000名
400件以上

編集室オススメの地域の逸品をご紹介！

500万部の『地域みっちゃく生活情報誌®』で告知をおこなうため、
毎月安定した流入が見込めます。編集室のレビューは、
第三者目線のコメントも参考になるとユーザーから好評！

「フリモール」

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

紙での告知との
相乗効果で
購入を後押し!!

※O2O…Online to Offline

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への
広告出稿の見積作成、問い合わせが可能！「HAPPY MEDIA GUIDE」

vol.217
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

867,540部
道内発行
媒体数

5誌

北海道

vol.102
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.78
40,000部
20日発行

大崎市

vol.101
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

579,050部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県

vol.114
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.95
58,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.210
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.181
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.207
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

10,965,229
※情報は2023年8月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を8月24日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い9月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください。

31都道府県134誌月間総発行部数『地域みっちゃく生活情報誌®』

また、「初めての出稿なので、もっと細かく相談したい！」や
「成功事例について詳しく聞きたい！」など、地域での販促に関する
ご相談もサイト内「お問い合わせ」よりご連絡ください。

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.70

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・平
群町・京都府木津川
市・精華町vol.622

奈良版

県内
総発行部数

84,000部
県内発行
媒体数

1誌

山形県

336,620部
29日発行

仙台市泉区・青葉区・若
林区・太白区・宮城野区
富谷市・名取市・岩沼市
塩竈市・多賀城市・石巻
市・東松島市・大和町・柴
田町・七ヶ浜町・利府町

vol.1728
宮城版

vol.115
63,000部
25日発行

伊勢崎市

vol.70
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

中川版

vol.155 83,800部

83,200部

南区版

vol.132 52,600部

西区版

vol.153 54,565部
中村版

vol.157 58,700部

名東版

vol.137 63,000部

港区版

vol.149 60,450部

北区版

vol.149 59,700部

vol.139 vol.13368,200部

天白版

vol.133 56,350部

愛知県
県内

総発行部数

2,384,054部
県内

世帯到達率

68.4％
県内発行
媒体数

34誌

vol.3
182,500部
第１金曜日発行

豊橋市・豊川市
田原市・新城市

中央版 vol.29

名古屋市総発行部数

824,565部
市内世帯到達率

69.7％

第4木曜日発行

184,000部

【北版】
85,545部

【北版】
中区・千種区・東区

【南版】
98,455部

【南版】
熱田区・昭和区
瑞穂区

名古屋市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.83

11
周
年

10
周
年

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

vol.99
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

vol.223
130,000部

月末発行

つくば市・土浦市
牛久市
（ひたち野エリア）

vol.90
84,000部
20日発行

米沢市・南陽市・高畠町
川西町・長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

県内
総発行部数

85,300部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.89
53,300部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

338,000部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.123
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.166
62,000部
25日発行

日立市

vol.118
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.87
52,000部
25日発行

小山市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

403,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.78
50,000部
25日発行

太田市

vol.11
32,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村

増
刷

増
刷

vol.232

82,000部
25日発行vol.232

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町

21,000部
25日発行

南アルプス市
富士川町

甲府・甲斐
中央・昭和版

vol.636
175,000部
第1または第2金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市埼玉西版

vol.310
120,000部

25日発行
高崎市

県内
総発行部数

998,440部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県

県内
総発行部数

462,430部
県内発行
媒体数

1誌

神奈川県 先月より75,920部増

vol.102
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.93
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.36
44,000部
20日発行

深谷市

120,000部
25日発行

【北西版】
65,000部

【北西版】
前橋市・吉岡町

【南東版】
55,000部【南東版】前橋市

vol.115

vol.102
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

63,000部
20日発行

53,500部
30日発行

33,928部
25日発行vol.183

敦賀市・美浜町

vol.95
上越市・妙高市

県内
総発行部数

33,928部
県内発行
媒体数

1誌

福井県

vol.65

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県

61,500部
25日発行vol.113

三条市・燕市
加茂市

462,430部
22日発行

横浜市磯子区・港北区・神奈
川区・中区・南区・港南区・港
北区・鶴見区・中原区・幸区・
青葉区・緑区・都筑区・旭区・
保土ヶ谷区・川崎市幸区・川
崎区・東京都大田区・品川区

vol.1727
横浜北東・川崎南・大田区版

vol.1726
81,340部
15日発行

志木市・新座市
朝霞市・和光市

vol.1726
50,910部
10日発行

足立区
東京北東版

vol.1726
180,870部

15日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南西版

埼玉南版

vol.1725
158,820部

8日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1725
188,010部

8日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市埼玉東版

都内
総発行部数

102,380部
都内発行
媒体数

2誌

東京都

vol.1726
51,470部
10日発行

練馬区

埼玉中央版

東京北西版

37,000部
25日発行vol.133

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

174,000部
県内発行
媒体数

4誌

山梨県

34,000部
20日発行vol.121

韮崎市・北杜市

vol.62

vol.178
36,260部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.204

44,600部
25日発行

vol.232
44,970部
25日発行

多治見市

vol.339

75,180部
25日発行

【かに版】
43,951部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,229部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.202
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.229

vol.78
24,990部
25日発行

羽島市

vol.198
44,993部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.172

196,450部
20日発行

【北部版】
76,350部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
120,100部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

vol.245

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

県内
総発行部数

511,630部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.135
34,200部
最終土曜日発行

富士宮市

vol.330
62,400部

月末発行
沼津市

vol.368
72,600部

月末発行
富士市

vol.282
69,300部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士宮版

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

81,000部
25日発行

vol.177
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

740,480部
県内

世帯到達率

75.0％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県

vol.330
56,000部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.381

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

静岡市駿河区

vol.100
79,270部

第3または第4土曜日
静岡市葵区

vol.97
76,030部

第3または第4土曜日

清水区版

葵区版

駿河区版

51,000部
20日発行

藤枝市

vol.69
66,830部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

vol.205
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.145
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

vol.123
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.155
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.185
104,059部

28日発行
津市

vol.180
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.94
20,700部
25日発行

志摩市

県内
総発行部数

458,938部
県内

世帯到達率

73.9％
県内発行
媒体数

6誌

滋賀県 先月より207部増

vol.196
56,800部
25日発行

長浜市・米原市

vol.221
68,767部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.151

75,128部
25日発行

【近江八幡版】
35,018部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
40,110部

【東近江版】
東近江市

vol.60

114,484部
25日発行

【草津版】
44,991部

【草津版】
草津市

【栗東版】
24,500部

【栗東版】
栗東市

【守山・野洲版】
44,993部

【守山・野洲版】
守山市・野洲市

24,999部
25日発行

甲賀市・湖南市
vol.54

vol.1182
114,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪南版

vol.1217
京阪北版

府内
総発行部数

120,000部
府内発行
媒体数

1誌

京都府

府内
総発行部数

823,930部
府内発行
媒体数

4誌

大阪府 先月より340部増

120,000部
最終金曜日発行

京都市山科区・伏見
区・宇治市・城陽市
久御山町

京都版

285,000部
第2・4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

vol.130

118,760部
25日発行

【北部版】
53,900部

【北部版】
大津市北部・高島市

【南部版】
64,860部

【南部版】
大津市南部

泉州版

vol.862
184,930部
第1・3金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

vol.63
240,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

情報誌見積サイト

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

vol.134
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.93

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.70

60,000部
第3金曜日発行

刈谷市

26,610部
第3金曜日発行

豊明市

vol.102

vol.86

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.90

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.77

28,700部
第3金曜日発行

知立市
vol.71

vol.191

124,003部
28日発行

【北部版】
59,013部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

清須・あま版

一宮・稲沢版

vol.74
66,900部

末日発行
清須市・あま市

vol.279
207,900部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.58
49,000部

末日発行
津島市・愛西市

vol.48
46,400部
28日頃発行

大治町・蟹江町
弥富市・飛島村

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.134
35,079部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.126
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.15
61,500部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.234
74,300部
25日発行

半田市

vol.30
40,000部
第3金曜日発行

安城市

vol.31
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.108
57,950部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

江南・大口・扶桑版

大治・蟹江・弥富・飛島版

岩倉・北名古屋版

vol.102

vol.126

津島・愛西版

県内
総発行部数

624,399部
県内

世帯到達率

80.2％
県内発行
媒体数

9誌

三重県 先月より200部増

vol.210
70,590部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

県内
総発行部数

40,000部
県内発行
媒体数

1誌

和歌山県

vol.83
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.114
60,200部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

39,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.90

県内
総発行部数

68,400部
県内発行
媒体数

1誌

香川県 先月より100部増

68,400部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.95

県内
総発行部数

36,830部
県内発行
媒体数

1誌

高知県

県内
総発行部数

166,500部
県内発行
媒体数

3誌

福岡県

vol.106
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.100
64,000部
20日発行

福岡市西区

vol.134
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

36,830部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.89

県内
総発行部数

163,400部
県内

世帯到達率

69.3％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.126
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

vol.382
83,100部
25日発行

宮崎市・高鍋町
西都市・都城市
延岡市

県内
総発行部数

44,500部
県内発行
媒体数

1誌

佐賀県

vol.99
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

50,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

50,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部vol.206

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.42
32,000部
25日発行

宮古島市

西区版

サイトで今
解決！

サイズ別料金が知りたい

見積もりが今スグ欲しい

19
周
年

17
周
年

12
周
年

13
周
年

11
周
年

11
周
年

17
周
年

https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=74c4d47bb36ccc8d09ec7f7c2dd9168e
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=fa9f1adf91cb18375d202f1c265e5f43
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=95bf99fba5b53c2d7fbb273333b07bcb
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=6825d9a06e5f49324dbef316c1d1c04a


Chuco Works

時代に合った情報をさまざまな視点で読者に届ける

巻頭特集×エリア特集 地域みっちゃく
生活情報誌®

巻頭特集との連動企画でエリアの魅力を発信

一冊丸ごとテーマに沿った情報誌を 地域みっちゃく
生活情報誌®

「家族」のさまざまな悩みにプロが答える

グループ戦略統括事業部
  広報・PR室

　広報・PR室は、こちらの「中広報」をはじめウェ

ブサイトやリリース、中広のSNS等、社名や情報

誌名が露出するものを管理するセクションです。

今期最大の目標は株価の向上。全国に編集室を

もつ中広は、各情報誌の取り組みそのものが、広

報・PR室の武器となります。近年では、映画『女子

大小路の名探偵』の製作委員会へもプロデュー

サーとして参画し、作品を遂行することに加え、作

品内でプロダクトプレイスメントを用いた当社情

報誌の露出や企業名の露出を働きかけていま

す。また、映画というコンテンツを軸に関係各所

へ中広をPRし、地元でのネットワーク強化に寄与

しています。

　また、その関係からテレビ局と「編集室長オス

スメのお店」を紹介するコーナーをタイアップす

るなど、当社が財産とする地域情報を生かした企

画を実施いたしました。

日本最大級のポスティング媒体をもち、地域プロ

モーションを得意とする広告会社として、それに

携わるメンバーの思いを武器に、中広ならではの

PRを心がけてまいります。

（広報・PR室　岡本）

N0.116部署だより

　夏の終わり、中広グループに熱いニュースが駆

け抜けました。

　8月22日、株式会社関西ぱどが中広と「心ひと

つに」なることが決議されました。全国を席捲した

『ぱど』ブランド時代の関西と関東『ぱど』の作り手

たちが、中広グループとして再結成します。

　全国でしのぎを削ってきた、それぞれのブラン

ド。言い回しは違えど各社が目指してきた「地域経

済を活性化させる」という志が、ここで『地域みっ

ちゃく生活情報誌®』ブランドとして心ひとつにな

ることを本当にうれしく感じます。フリーマガジン

業界は争う時代からシェアする時代へと入ったの

かもしれません。今後、各社が持ち寄ったノウハウ

を、地元のみなさんへ還元してまいります。

　暑い熱い夏が終わりました。地元店がもっとも

活性化する忘新年会シーズン。盛り上げの立役者

となれるよう、まい進いたします。

（広報・PR室　岡本）

　人生100年時代の「終活」をHappyな気持ちで取り組んで

いただくため、AB版全16ページの別冊本『ハピ活BOOK』を

制作。医療、葬儀、住宅リフォーム、相続、お墓問題など、今から

少しでも始めておきたい終活について、さまざまな視点から役

立つ情報を掲載しました。結果、4人体制の制作で250万円以

上の売上を獲得、予算達成にも繋がりました。

　『Bellve club（三重県鈴鹿市・亀山市）』

では、毎月テーマを定め、注目企画や巻頭

特集を実施しています。8月号はコロナが

5類になって初めての帰省シーズン。そこ

にあわせて『Bellve club』が家族で話し

合うきかっけになってほしいと思いを込

めて「家族会議」をテーマに設定。相続、住

宅、結婚、子育て、終活など、業種ごとの悩

みにプロが答える記事を掲載しました。記

事として紹介することで、一般的な広告デ

ザインとは違い、より深く理解、興味をもってもらえる内容となりました。

　子どもがいる家族の写真を表紙とし、記事広告7件、4ページのボリューム｡その後に

繋がる「お盆だよ！家族会議企画」と一体感のある情報誌となりました。『Bellve 

club』は９月号で17周年を迎えます。これからも読者に新しい店舗やイベントの情報

を届けるのはもちろんのこと、既存の店舗にも引き続き興味関心を寄せてもらえるよ

うな、テーマに沿った誌面作りを進めます。               （Bellve club編集室・林、浅野）

▲『GiFUTO』

コロナ禍を経てイベント再開 イベント

子育て層に刺さる提案で新規見込み客増加
　名古屋市緑区のAVANTIA名古屋南

支店で3年ぶりとなるイベントの企

画、運営をさせていただきました。住宅

会社と相性の良い内容を複数提案し、

そのなかからご要望に合わせてイベン

トを実施しました。限られた時間で手

配・準備の手間を最小限にし、「すべて

お任せできて助かった」と、うれしい

言葉をいただきました。子育て層に人気のおひるねアートや手形足形アートでは、講師

を招き体験しながらショールームを見学。来場者は未来のマイホームに期待を膨らま

せていました。また、広い駐車場を使ったこども縁日には、子どもたちの元気な声が響

きわたりました。来場者からは「近くに住んでいたけれど初めて知った」という声もあ

り、前回の5倍となる見込み客の獲得に成功しました。イベントを通じてクライアント

と共に過ごす時間が増え、現場の声を聞き、これからの信頼関係を築く良い経験とな

りました。今後も他エリアでの実施拡大予定のため、クライアントに寄り添ったヒアリ

ングと提案力を磨いていきます。　　　　　　　　　            　（名古屋AP課・松原）

　群馬県高崎市の里見地区は昔から

梨の栽培が盛んで、「里見の梨」として

愛されています。そんな梨園のなかで

最近はカフェを併設し、採れた梨を

使ったスイーツを提供する店舗が増え

てきました。そこで『高崎フリモ』9月

号の巻頭特集で「梨園のカフェ」とし

て梨園が運営するカフェとスイーツを

紹介。さらに、里見地区を横断している国道406号沿いにある梨園以外の各種店舗

を紹介するエリア特集を続きで行いました。

　結果的には、飲食店をはじめ、スポーツクラブや不動産会社など、多くの店舗に新

規で掲載いただくことができました。注目度抜群の巻頭特集と連動して、周辺地域

の店舗を掲載することにより、単独のエリア特集よりも読者の興味を高められます

し、「地元を盛り上げたい」という各店舗の思いが感じられる楽しいエリア特集とな

りました。今後も巻頭特集と連動した企画で広告効果を高め、掲載いただいた店舗

に還元していきたいと考えています。                      （高崎フリモ編集室・関口）

　簡易のエンディングノートを付け長期間保存してもらうため

の工夫を盛り込んだところ、読者から「とても身近な問題で具

体的に真剣に考えなくてはと思いました」「エンディングノー

ト、夫婦で話し合い書き込みしておく必要性があると思いまし

た」などの声が届きました。今後も時代に合わせた読者に役立

つ企画を立案してまいります。
▲「ハピ活BOOK」表紙

編集後記

宮崎県『月刊パームス』株式会社パームス企画

　この度、岐阜県内で市長・町長に就任した３名のイン

タビューを実施し、情報誌に掲載いたしました。

　『GiFUTO（岐阜市・山県市・岐南町・笠松町）』では、

古田聖人笠松町長、『らせる（土岐市・瑞浪市）』では水

野光二瑞浪市長、そして『Kanisan club（可児市・御嵩

町ほか）』では渡辺幸伸御嵩町長にご登場いただきまし

た。誌面は街づくりに対する熱い思いを語っていただ

いたほか、Q&A形式で公務以外にプライベートに関す

る質問にも答えていただきました。これにより３名の人

柄がより住民に伝わり、身近なリーダーとしての存在を

意識していただけそうです。

　『地域みっちゃく生活情報誌®』は、それぞれの発行エ

リアのリーダーコラムをはじめ、年初には住民へのメッ

セージ、そして巻頭特集での街づくりに関する情報な

どを、首長みずからの言葉で届けています。これは『地

域みっちゃく生活情報誌®』が約30年の歴史をもつ信

頼ある媒体として認められていることと、地域での暮

らしに欠かせない情報を発信し続けているからできることです。今後も地方行政と共に、そこで生活す

るすべての読者＝住民に必要な情報を漏れなく伝えることができるよう、努めてまいります。 

（クオリティマネジメント室・遠藤）

岐阜県内３市町の市長・町長インタビュー掲載

　名古屋市の栄4丁目（通称：女子大小路）や岐阜市が舞台の地域密着型エン

ターテインメント小説『女子大小路の名探偵』。地域みっちゃく生活情報誌®

『GiFUTO』、『たんとんくらぶ』、『NAGOYA FURIMO』で連載されていたこの

作品が、2023年8月8日に文庫版として河出文庫より発刊されました。小さい

サイズで読みやすく、持ち運びやすくなりながら、おもしろさは変わっていませ

ん。全国の書店や通販サイトでもお買い求めいただけます。10月13日には映画

上映がスタート！このタイミングで、手に取ってみてはいかがでしょうか。

（事業開発室・佐藤）

『女子大小路の名探偵』が文庫化

　７月31日に中広第46期第１四半期の連結決算短信を開示しました。同四半期は、新型コロナの

５類移行とコストプッシュ型インフレなど、否応なしにデフレ経済からの脱却が始まりました。当社

グループは、今期のスローガン「ABCX」に沿った実証データに基づく根拠のあるメディア広告

ソリューションの提供で、新たな経済を見据えた積極的なマーケティングの支援に注力しました。

その結果、連結売上高は前年同期比134％（単体113％）の2,257百万円と大幅増収、連結営業

利益は20百万円と単体・連結共に５期ぶりの１Ｑ黒字となりました。　　　　  （管理本部・倉橋）

第１四半期決算短信開示

　日本のど真ん中、名古屋を舞台に繰り広がる日本最大級の踊りの

祭典、にっぽんど真ん中祭り(通称:どまつり)が開催され、今年も大

島斉社長がファイナルコンテストで審査員として採点にあたりまし

た。また、当社が企画として参画し10月に公開を迎える映画『女子大

小路の名探偵』原作・脚本の秦建日子先生も参加、プレゼンターを

務めました。当日は会場内の視察をし、各部門の責任者や参加者へ

取材をするなかで「続編は『どまつり』を舞台に展開する！」とお話しされていました。名古屋から全国へ

と羽ばたく２つのエンタメコンテンツがタッグを組み、日本の夏を熱くする年も近そうです。

（広報・PR室　岡本）

第25回にっぽんど真ん中祭り
ファイナルコンテスト審査

鳥取西高巻頭×連動OB・OG企画 地域みっちゃく
生活情報誌®

伝統ある高校の巻頭特集を実施
　創立150周年を迎えた鳥取県立

鳥取西高等学校。歴史のある進学

校で政治家、著名人を多く輩出して

きた学校を巻頭特集で取り上げま

した。また、巻頭特集と連動して、卒

業生が経営する店舗やクリニック

などを紹介する企画を立てました。

　「あの方も」、「この方も」と、数珠

繋ぎのように紹介の輪が広がり、伝統校の縦、横の繋がりを実感したと同時に、それぞ

れの母校に対する熱い気持ちを聞くこともできました。顔写真付きで登場いただく誌

面を作り、母校に対するメッセージなどもあったことから、発行直後から大きな反響が

届きました。卒業生はもちろん、多くの読者の記憶に残る巻頭連動企画となり、編集

室の思い入れも強いものとなりました。企画を通して関わってくださった人たちの懐

かしい気持ちや、「あの人も頑張っているから自分も頑張ろう」というさまざまな気持

ちに立ち会うことができました。これからも地域性を大切に、毎月、楽しみに待って

もらえる『つばさ』を作っていきます。 　　　  　　　 　　　    （つばさ編集室・下田）

▲文庫本
『女子大小路の名探偵』表紙

▲『Kanisan club』 ▲『らせる』
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